












































































伝岩橋千塚古墳群出土の埴輪は、円筒埴輪 2 点と石見型埴輪 1 点がある。
円筒埴輪①（図3-1・WU626） 残存高27.0cmで、底部から 2 条 3 段までが
残る個体で、焼きひずみがあり、二段目付近で長径21.0cm・短径18.1cmの
楕円状を呈する。底部径は16cm程度で器壁の厚さ1.4cm前後をはかる。二

































































































































































































































写真 1 ～ 5 ：平成25年度紀伊風土記の丘春期企画展『岩橋千塚発掘50年』で和歌山大学か
ら借用時に紀伊風土記の丘撮影。写真 5 の装飾付須恵器の図は大野 1907から転載。装
飾付須恵器の写真は紀伊風土記の丘提供。
図 5 ：陸地測量部（明治43年測図、大正 4 年製版・発行）二万分の一地図を転載。
図 6 ：法務局にて撮影した和紙に描かれた旧公図を簡易トレース（一部改変）。
図 7 ：筆者作成。
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